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【目的】 

当院に通院中の高齢透析患者の口腔内の状況を調査し、栄養状態との関連を検討する。 

【対象・方法】 

当院に通院中で 75 歳以上の透析患者 97 名（糖尿病：非糖尿病=38 名：59 名、平均年齢 82.2 歳）に対し、残歯

数の調査、また日本歯周病学会の「歯周病セルフチェックアンケート」を実施し、栄養状態や血糖コントロール等

に関連する因子を比較する。 

【結果】 

全患者における平均残歯数は 12.3 本であり、また糖尿病群（10.1 本）は非糖尿病群（13.7 本）に比べて有意に

少なかった（p<0.05）。しかし、歯周病有病率や GNRI・CRP などにおいて糖尿病群と非糖尿病群で差はなかっ

た。また、糖尿病群の平均 GA は 20.1±4.1%と、比較的良好であった。 

【考案】 

今回の検討では、糖尿病患者において有意に残存歯数が少ないものの、栄養状態は非糖尿病群との差はみら

れなかった。文献的には残存歯数と栄養状態の相関が報告されているが、今回の検討では対象を高齢者透析

患者に絞っており、糖尿病の影響が少ないこと（透析導入の原疾患が腎硬化症など）が示唆される。 

 


